
主催／日本トランペット協会 

協賛／株式会社ヤマハミュージックジャパン 

協力／株式会社ドルチェ楽器 

講 師    タイガー大越 

ピアノ    クリヤ・マコト 

日 時 ｜ 2015年3月20日（金） 18時30分開演 

会 場 ｜ ドルチェ楽器管楽器アヴェニュー東京 

  アーティストサロン “Dolce” 東京 



タイガー大越 
１９５０年（虎年）、芦屋市生まれ。 

本名 大越 徹。 

１９７２年に関西学院大学卒業とともに結婚。

新婚旅行で渡米し、そのままボストンのバー

クリー音楽大学に入学、首席で卒業。 

１９７５年、マイク・ギブス・オーケストラのメン

バーとしてゲーリー・バートンらとカーネギー

ホールに出演。その後、バディ・リッチ・オーケ

ストラに参加し全米ツアーを終え、１９７８年 

ゲーリー・バートン・グループのレギュラーメン

バーに抜擢される。 

また、自己のバンド Tiger’s Baku のリーダーとして、ビル・フリゼル、マイク・スターン、ヴィニー・カリウタなど

を輩出しながら、ボストン音楽大賞、フェニックス音楽大賞など多くの賞を受賞。ニューポート、モントリオール

など数多くのジャズフェスティバルにも出演。共演アーティストはデイヴ・グルーシン（ピアノ）、ジョージ・ラッセ

ル（作曲家）、パット・メセニー（ギター）、マイク・スターン（ギター）、デイブ・リーブマン（サックス）、ボブ・ミン

ツァー（サックス）の他、ウィントン・マルサリスの弟デルフィオ・マルサリス（トロンボーン）のリーダーアルバム 

“Such Sweet Thunder” by Duke Ellington （2011年1月発売）にも参加し、ウィントンの兄ブランフォード

（サックス）、弟ジェイソン（ドラムス）やマルグリュー・ミラー（ピアノ）等と共演した。 

２０１０年３月に発売された、現在注目されている日本のジャズ・シンガー “Mizuho” のCD “Stars and a 

Moon” のプロデューサー、アレンジャー、ソロイストでもある。 

自身のリーダー作としては２００８年に “Tiger Okoshi Plays Standards” がジェネオン・A-６０レーベルから発

売されている。 

クリヤ・マコト 

高校卒業後渡米し、ウェストバージニア大学にて言語学を専攻。その傍

ら、ライブ活動を開始する。卒業後はピッツバーグ大学にてジャズ講師を

務め、同時に米東海岸各地でジャズピアニストとして活躍。グラミー受賞

者チャック・マンジョーネ・グループに参加するほか、多くのジャズの巨匠

と共演した。帰国後、自らのグループで活動を開始。近年も８回のヨーロッ

パツアーに加え、オーストラリア公演、モロッコ公演、台湾公演、エジプト

公演も成功をおさめるなど、常にワールドワイドに活動を展開する。 

受講者 

曲輪 大地（Daichi KURUWA ） 
国立音楽大学４年 Jazz専修 

受講曲 

Harry Warren / There will never be another you  

伴奏者 

武本 和大（Kazuhiro TAKEMOTO ） 
国立音楽大学１年 Jazz専修 

 

※前半 トランペットのみ ／ 後半 ピアノとのデュオ 

 

 

 

 

～ 休 憩 ～ 

Keith Jarrett ／My Song  

タイガー大越／阪神大震災20周年によせて 

“時の流れと共に” 

“今を生きる” 

その他 


